
（計画）
治山事業

事業費 事業内容
水路工 暗渠工
暗渠工 R04 伏工

礼文町 伏工 柵工
(奮部地区) 柵工 法枠工

法枠工 R08 法切工
法切工
暗渠工
法枠工 R02 暗渠工

礼文町 柵工 法枠工
(ベンザイトマリ地区) 伏工 柵工

植栽工 R09 伏工
防風工
谷止工
土留工
水路工 暗渠工
暗渠工 R02 法枠工

礼文町 法枠工 伏工
(津軽地区) 柵工 法切工

伏工 R06 植栽工
法切工
植栽工
筋工

土留工
水路工
暗渠工 R04 土留工

礼文町 法枠工 水路工
(礼文地域) 柵工 暗渠工

伏工 R11 伏工
法切工 法切工

R01
利尻町 柵工 柵工

(久連地区) 植栽工 植栽工
R06

利尻富士町 土留工 土留工
(宗谷地区)

6 防災林造成

１年を通じて強風の影響を受ける地域であり，と
りわけ冬期には季節風の影響によりなだれ発生の
危険性が高いことから保安林の指定目的である災
害防止機能の早期復旧，次期災害の防止を図る。

～ 160

7
機能強化

・
老朽化対策

山腹工施設が多数整備されている地域であり，経
年により治山施設の老朽化が進行し，施設の機能
が低下していることから、保安林機能の回復及び
維持に資するため補修を行う。

R05 31

4
山地災害重点
地域総合対策

当区域(礼文島)は平成２６年，平成２８年，令和
２年に山腹崩壊が発生している地域である。島内
山腹には依然として山腹崩壊につながる未対策箇
所が存在しており，今後の降雨等により土砂が流
出の発生が懸念されることから，測量調査による
荒廃危険地の抽出を行い，早期対策することによ
り次期災害の防止を図る。

～ 501

2 復旧治山

令和元年８月の台風代１０号による豪雨により山
腹崩壊及び落石が発生した箇所である。直下には
人家及び道道があり，今後の降雨等によりさらに
拡大崩壊や落石の発生が懸念されることから，保
安林の指定目的である土砂崩壊防備機能の早期復
旧，次期災害の防止を図る。

～ 619

3 復旧治山

令和２年８月の豪雨により山腹崩壊及び土砂流出
が発生した箇所である。直下には，人家及び道道
があり，今後の降雨等によりさらに拡大崩壊や土
砂の流出の発生が懸念されることから保安林の指
定目的である土砂崩壊防備機能の早期復旧，次期
災害の防止を図る。

～ 344

事業
予定
期間

全体
事業費
（百万円）

計画
（実績）

1 復旧治山

令和２年８月の豪雨により山腹崩壊及び土砂流出
並びに落石による被害が発生した箇所である。直
下には，人家及び道道があり，今後の降雨等によ
りさらに拡大崩壊や土砂の流出の発生が懸念され
ることから保安林の指定目的である土砂崩壊防備
機能の早期復旧，次期災害の防止を図る。

～ 380

事業実施目的

70

整
理
番
号

事業名 実施箇所
全体

事業内容

【令和５年度】

31

50

40

50

60


